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１．グローバル補助金の概要

２．プロセスの歩みについて

グローバル補助金の活用について



ロータリーはスキルや職業、ネットワーク、リソースを活かして、
平和の推進、疾病との闘い、安全な水の提供、母子の健康、
教育の支援、地域経済の成長、環境の保護など、世界のニーズに
取り組んでいます

１．グローバル補助金の概要

ロータリーのグローバル補助金は、
世界各地でのこのような活動を支えています



◎定義：グローバル補助金は、
・ロータリーの重点分野（7つの重点分野)において、
・持続可能で測定可能な成果 をもたらす、
・大規模な国際奉仕活動 に資金を提供

１．グローバル補助金の概要

１．人道的プロジェクトへの資金

２．大学院レベルの奨学金

３．職業研修チーム(VTT)への支援
（専門職業に関係する研修を提供するチーム＆研修を受けるチームの海外派遣）



１．グローバル補助金の概要

『ロータリー財団
グローバル補助金 授与と受諾の条件』
の記載内容に合致していること
（補助金マニュアルP75～）

※『授与と受諾の条件』の最新版は
2024年1月改定版です

※My ROTARYから入手することができます

条件：『グローバル補助金 授与と受諾の条件』に合致

重要な要件を紹介します



１．グローバル補助金の概要

条件：『グローバル補助金 授与と受諾の条件』に合致

① 相手国にロータリーが存在していること

② 7つの重点分野 のいずれかに該当していること

③ 30,000 USドル以上の規模であること

④ 地域社会のニーズを調査し、特定していること

⑤ 長期的で持続可能な影響をもたらすこと

⑥ 測定可能な結果を残すこと



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

・『ロータリーが存在する国や地域の地域社会を支援』

・実施国（例：海外）と援助国（例：日本）間のロータリー
（地区/クラブ）によって実施される国際事業

※実施国と援助国は別個の国でなくてはならない

１．グローバル補助金の概要

① 相手国にロータリーが存在していること

実施国側提唱者
(Host)

援助国側提唱者
(International)



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

① 相手国にロータリーが存在していること

実施国側提唱者
(Host)

援助国側提唱者
(International)

・プロジェクトを発案
・地域社会の調査
・プロジェクトの実施
・予算管理
・プロジェクト資金を受領

・資金、技術、その他の提供
・実施国外でのタスク実施
・現地視察への参加

どちらにも必要

◎参加資格認定を得る

・地区が主催する
補助金管理セミナー
の出席

・地区とMOUを交わす

・地区が独自に設けて
いる要件への同意



◆グローバル補助金 国別参加状況

(2022-23年度) ※人道的プロジェクトのみ

順位 実施国(Host) 件数 順位 援助国(International) 件数

1 インド 216 1 アメリカ 285

2 フィリピン 71 2 韓国 132

3 韓国 60 3 台湾 65

4 台湾 53 4 カナダ 39

4 タイ 53 5 日本 37

6 ブラジル 34 6 ドイツ 29

7 メキシコ 27 7 オーストラリア 25

8 トルコ 25 7 イタリア 25

9 ウガンダ 24 9 インド 22

10 ネパール 20 10 ネパール 20

(全98か国中） ※承認後キャンセル2件を含む (全59か国中） ※承認後キャンセル2件を含む

１．グローバル補助金の概要



◆グローバル補助金 日本の参加状況

(2022-23年度) ※人道的プロジェクトのみ

順位 実施国(Host) 件数

1 タイ 22

2 台湾 7

3 インド 2

4 モンゴル 2

4 フィリピン 2

6 ネパール 1

7 パラオ 1

合計 37

タイ

60%
台湾

19%

インド

5%

モンゴル

5%

フィリピン

5%

ネパール

3%

パラオ

3%

１．グローバル補助金の概要



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

② 7つの重点分野 のいずれかに該当していること

・平和構築と紛争予防

・疾病予防と治療

・水と衛生

・母子の健康

・基本的教育と識字率向上

・地域社会の経済発展

・環境



１．グローバル補助金の概要

◆重点分野と活動の種類の承認件数と承認額

（2022-23年度) 世界1,098件 日本 80件 出典:財団室NEWS 2023年9月号

重点分野
世界 日本

件数 承認額 承認額割合 件数 承認額 承認額割合

基本的教育と識字率向上 101 5,815 8.5% 8 346 8.5%

地域社会の経済発展 129 7,028 10.2% 4 149 3.7%

疾病予防と治療 481 31,582 46.0% 37 2,238 54.8%

環境 57 3,306 4.8% 8 343 8.4%

母子の健康 102 5,600 8.2% 8 428 10.5%

平和構築と紛争予防 45 2,925 4.3% 11 444 10.9%

水と衛生 163 12,425 18.1% 4 155 3.8%

合計 1,098 68,681 80 4,082

(千ドル） (千ドル）



◆グローバル補助金 2790地区の参加状況

※当地区がDDFを寄贈した人道的プロジェクトのみ
補助金マニュアル P17 参照

クラブ名 実施国 地区 承認年度 主な重点分野

茂原RC 台湾 3510 2013-14 疾病予防と治療

市原中央RC インドネシア 3410 2014-15 水と衛生

D2790 モンゴル 3450 2014-15 疾病予防と治療

千葉南RC 韓国 3690 2014-１５ 地域社会の経済発展

勝浦RC スリランカ 3220 2015-16 水と衛生

市原中央RC 台湾 3501 2017-18 地域社会の経済発展

柏南RC ケニア 9212 2021-22 母子の健康

柏西RC タイ 3360 2021-22 疾病予防と治療

木更津東RC タイ 3350 2023-24 疾病予防と治療

１．グローバル補助金の概要



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

③ 30,000 USドル以上の規模であること

大規模（30,000ドル以上）で

比較的長期 の

プロジェクトであること

※補助金受領後12か月以内に中間報告書を提出
※最終報告書は事業完了後2か月以内に提出
※報告書提出が無い場合、ペナルティあり



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

③ 30,000 USドル以上の規模であること

◎資金源
・DDF(地区財団活動資金)
2790地区では、20,000ドル拠出（寄贈）

・WF（国際財団活動資金）
DDF寄贈額に対して80%上乗せ

→ DDF20,000×1.8=36,000ドル

・承認済グローバル補助金事業への現金拠出
（WFからの上乗せ対象外）

など

これらを組み合わせて
プロジェクトの資金とします



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

・事前に地域社会のニーズを調査していること
(事前調査の結果に基づき、実施地と協力して
プロジェクトを立案）

※地域社会の概要

※地域社会調査のデータ収集

※対象となる人びと

※地域社会の強み、ニーズ、優先事項、PJ立案

※環境アセスメント

④ 地域社会のニーズを調査し、特定していること



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

・現地の人びとが自力でニーズに取り組める
ように支援し、長期的な解決策をもたらす

・（補助金終了後も）活動成果が長期的に
持続可能であること

→現地を補助金に依存した状態にしない

※ロータリーにおける「持続可能性」の定義
『補助金資金が全て使用された後にも、地域社
会の人びとが自力で地元のニーズを満たしてい
けるよう、長期的な解決策を提供すること』

⑤ 長期的で持続可能な影響をもたらすこと



『グローバル補助金 授与と受諾の条件』 より抜粋

１．グローバル補助金の概要

⑥ 測定可能な結果を残すこと

・効果が測定可能であること

例：「医療機器の寄贈プロジェクト」
・その機器で治療を受けた人数
・対象の病気の発症数減少の報告数
などを評価基準として定めて、

・測定方法（記録や直接観察等）を決めて、

・頻度を決める（3か月ごとに情報収集する）

などの手法で効果を測定して報告をする



１．グローバル補助金の概要

２．プロセスの歩みについて

グローバル補助金の活用について



2．プロセスの歩みについて

プロジェクトにおいて最も重要なこと

・信頼できる相手とプロジェクトを組む

・現地にコーディネーター的な
役割の人びとが存在すれば、なお可



・クラブ内での意思決定
→実行委員会方式 （担当者の個人事業にしない）

・プロジェクトのきっかけ
→ 学友とのつながり
→ 会員の事業提携先とのつながり
→ 海外の姉妹クラブとのつながり
→ SNSでのつながり
→ ロータリアンからの紹介

2．プロセスの歩みについて

プロジェクト企画前に予想される課題点



2．プロセスの歩みについて

◆参考：グローバル補助金 参加地区内クラブのプロセス

※当地区がDDFを寄贈した人道的プロジェクトのみ

クラブ名 実施国 きっかけ

茂原RC 台湾 姉妹クラブとの共同事業

市原中央RC インドネシア 平和フェローからのご縁

千葉南RC 韓国 姉妹クラブとの共同事業

勝浦RC スリランカ 会員の事業提携先のご縁

市原中央RC 台湾 姉妹クラブとの共同事業

柏南RC ケニア
現地日本人学校出身者（トランペット奏者）と知り合い、活動を
開始し、まずDG活用を経てGG申請

柏西RC タイ
Facebookで知り合った現地ロータリアンと3年の交流後に
実施

木更津東RC タイ 柏西RCの会員から、上記の現地ロータリアンを紹介



2．プロセスの歩みについて

参考

「My ROTARY」 内の
「ロータリーショーケース」に、

・世界中のクラブの活動報告

・グローバル補助金の協働提唱者を
募集中のプロジェクト

などが掲載されています

※参考まで



・言語（コミュニケーションの問題）

・価値観の相違

・時差

2．プロセスの歩みについて

プロジェクト企画中に予想される課題点



2．プロセスの歩みについて

プロジェクト企画中に予想される課題点

◎コミュニケーションに係る問題
「LINE」や「WhatsApp」などの
ツールを活用する

例 「LINE」の場合

・グループを組めば、複数人が
同時にコミュニケーションを取れる

・ファイル送受信も簡単にできる

・翻訳機能を組みこむことができる



◎資金面に関わる問題
・2790地区からは最大 20,000ドルのDDF
・地区からのDDFに対して80%のWF上乗せ

→ 最大36,000ドルは補助金が活用できるが、

→ 予算規模が大きい場合、クラブ等からの現金拠出、
相手国側からのDDF拠出などを検討する必要

2．プロセスの歩みについて

プロジェクト企画中に予想される課題点



◎申請はオンラインで行います（My ROTARY経由）

・TRFには年間を通じていつでも申請ができます
（申請順に審査： 英語と日本語の両記載で申請書を
作成すると審査承認までの時間が短くなる模様）

・TRFへの申請はクラブ単位で行います
（cf. 地区補助金は、一括して地区がTRFへ申請します）

2．プロセスの歩みについて

グローバル補助金の申請方法は？



・当委員会は申請に関するアドバイスを担当します

申請書は、地区財団委員長(DRFC)から承認後に
DDFの利用承認をガバナーとDRFCから得る必要が
あることから、申請をご検討の際は当委員会に情報の
提供をお願いいたします

2．プロセスの歩みについて

グローバル補助金の申請に関するお願い
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